
一
頁

特
別
法
要

お
待
ち
受
け
法
会特

別
法
要
事
務
局
局
長

押

小

路

蓮

円

巻 頭 言

本
山
で
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
一
日
～
二
十
八
日
の
間

「
開
山
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
奉
讃
法
会
」

「
立
教
開
宗
八
百
年
奉
讃
法
会
」

「
中
興
真
慧
上
人
五
百
年
忌
奉
讃
法
会
」

「
聖
徳
太
子
千
四
百
年
忌
奉
讃
法
会
」

の
特
別
法
要
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
残
す
と
こ
ろ
一
年
余
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
法
要
の
記
念
事
業
と
し
て
計

画
い
た
し
ま
し
た
新
宝
物
館
の
建
設
工
事
も
報
恩
講
終
了
後
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

一



二
頁

こ
の
特
別
法
要
に
向
け
、
本
年
五
月
二
十
二
日
（
日
曜
日
）
に
は
お
待
ち
受
け
法
会
を
厳
修
し
ま
す
。
待
ち
受
け

と
は
「
心
構
え
を
し
て
待
つ
」
「
準
備
を
し
て
待
つ
」
と
の
意
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
機
運
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
社
会
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
格
差
社
会
と
い
う
名
の
下
に
、
持
っ
て
い
る
も
の
の
多
寡
で
上
下
の
差
を
つ

け
る
寂
し
い
社
会
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
の
念
仏
に
出
遇
っ
て
、
自
分
自
身

の
真
実
の
姿
に
目
覚
め
て
い
く
心
豊
か
な
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
弥
陀
の
よ
び
声
「
な
も
あ
み
だ
ぶ
つ
」
を
聞
い
て
ゆ
こ
う
』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
出
発
し
ま
し
た
特
別
法
要
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
散
に
よ
る
困
難
な
状
況
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
。

で
す
が
こ
の
よ
う
な
時
な
れ
ば
こ
そ
御
同
行
の
皆
様
と
手
を
合
わ
せ
、
ご
先
祖
が
紡
い
で
き
た
八
百
年
の
歴
史
を

次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
繋
い
で
い
き
た
い
も
の
と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

巻 頭 言

二



三
頁

宗

達

宗

達

第
一
一
五
九
号

法
主
殿

来
る
令
和
四
年
四
月
二
十
四
日
鈴
鹿
市
長
太
旭
町

三
誓
寺

念
佛
大
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成
る

令
和
三
年
十
二
月
一
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

宗

達

第
一
一
六
〇
号

法
主
殿
来
る
令
和
四
年
二
月
十
六
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
真
宗
高
田
派
専
修
寺
名
古
屋
別
院
報
恩
講
に
御
親
修
御
親
教
相
成

る

令
和
三
年
十
二
月
二
十
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印

三



四
頁

宗

達

第
一
一
六
二
号

法
主
殿
来
る
令
和
四
年
三
月
二
十
一
日
讃
佛
会
に
御
親
教
相
成
る

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印宗

告

宗

告

第
一
一
二
四
号

来
る
令
和
四
年
三
月
十
八
日
よ
り
同
二
十
四
日
ま
で
讃
佛
会
執
行
相
成
る

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

四



五
頁

宗

告

第
一
一
二
五
号

来
る
令
和
四
年
四
月
六
日
よ
り
同
十
一
日
ま
で
千
部
法
会
執
行
相
成
る

一
、
新
加
入
者

六
日
、
七
日
、
八
日

一
、
参

勤

者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

宗

告

第
一
一
二
六
号

来
る
令
和
四
年
四
月
六
日

内
々
佛
殿
永
代
経
執
行
相
成
る

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

五



六
頁

宗

告

第
一
一
二
七
号

来
る
令
和
四
年
四
月
九
日
・
十
日
十
万
人
講
法
会
執
行
相
成
る

一
、
参
勤
者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

宗

告

第
一
一
二
八
号

来
る
令
和
四
年
四
月
十
一
日
午
前
十
一
時
よ
り
戦
没
者
追
弔
法
会
執
行
相
成
る

一
、
参
勤
者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

六



七
頁

宗

告

第
一
一
二
九
号

来
る
令
和
四
年
五
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
宗
祖
降
誕
会
執
行
相
成
る

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

宗

告

第
一
一
三
〇
号

来
る
令
和
四
年
五
月
二
十
二
日
開
山
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
、
立
教
開
宗
八
百
年
、
中
興
真
慧
上
人
五
百
年
忌
、

聖
徳
太
子
千
四
百
年
忌
奉
讃
法
会
お
待
ち
受
け
法
会
執
行
相
成
る

一
、
御

影

堂

十
一
時
三
十
分

一
、
参

勤

者

一
般
寺
院

一
、
衣

体

色
衣
、
紋
章
五
条
袈
裟
、
差
袴
着
用

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

総

務

中

僧

都

藤

谷

知

良

総

務

律

師

弓

削

弘

胤

七



八
頁

任

免

令
和
三
年
十
二
月
一
日

令
和
四
年
報
恩
講
一
月
十
日
初
夜
式
文
代
読
を
命
ぜ
ら
る

維
那
助
勤

大

僧

都

清
水
谷
正
尊

令
和
四
年
報
恩
講
一
月
十
一
日
初
夜
式
文
代
読
を
命
ぜ
ら
る

維

那

権
中
僧
都

水
沼

秀
明

令
和
四
年
報
恩
講
一
月
十
三
日
初
夜
式
文
代
読
を
命
ぜ
ら
る

維

那

中

僧

都

清
水
谷
亮
雅

令
和
四
年
報
恩
講
一
月
十
四
日
初
夜
式
文
代
読
を
命
ぜ
ら
る

維

那

長

大

僧

都

玉
樹

真
祥

組
長
交
代

令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

三
重
第
九
組
東
部
組
長

齋
藤

妙
慧

依
請
解
其
職

三
重
第
二
十
六
組
組
長

髙
志

眞
幸

依
請
解
其
職

愛
知
県
第
九
組
組
長

大
岡

孝
生

令
和
四
年
一
月
一
日

三
重
第
九
組
東
部
組
長
を
命
ず
る

照
安
寺
住
職

桑
山

祐
正

三
重
第
二
十
六
組
組
長
を
命
ず
る

本
覚
寺
住
職

中
山

等
史

愛
知
県
第
九
組
組
長
を
命
ず
る

松
林
寺
住
職

嶌
村

春
光

住
職
拝
命

令
和
三
年
十
二
月
十
日

三
重
県
松
阪
市
下
村
町

真
福
寺
衆
徒

多
賀

正
信

補

真
福
寺
住
職

福
井
県
福
井
市
鹿
俣
町

浄
善
寺
衆
徒

朝
倉

恒
憲

補

浄
善
寺
住
職

依
請
解
其
職

浄
善
寺
住
職

朝
倉

光
宣

八



九
頁

住
職
代
務
者

令
和
三
年
十
一
月
二
十
日

岐
阜
県
海
津
市
海
津
町
高
須

西
林
寺
住
職

柳
島

法
善

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
西
津
汲

補

正
業
寺
住
職
代
務
者

依
請
解
其
職

正
業
寺
住
職

松
川

慶
樹

令
和
四
年
一
月
五
日

三
重
県
津
市
垂
水

南
昌
寺
住
職

旭

直
樹

三
重
県
津
市
垂
水

補

金
剛
寺
住
職
代
務
者

依
請
解
其
職

金
剛
寺
住
職

保
田

信
也

得

度

令
和
三
年
十
二
月
十
日

三
重
県
桑
名
市
南
寺
町

常
尊
院

康
洋

准
上
座
格
三
等

常
信
寺
衆
徒

村
井

康
洋

三
重
県
四
日
市
市
山
田
町

雅
麗
院

真
樹

院
家
首
席
一
等

安
性
寺
衆
徒

竹
内

直
子

愛
知
県
瀬
戸
市
矢
形
町

雲
華
院

妙
亮

院
家
首
席
二
等

本
泉
寺
衆
徒

山
口

亮
子

東
京
都
台
東
区
元
浅
草

慧
風
院

崚
光

院
家
一
等

本
行
寺
衆
徒

山
中

崚

東
京
都
台
東
区
元
浅
草

信
樂
院

一
彌

院
家
一
等

願
信
寺
衆
徒

永

一
弥

三
重
県
亀
山
市
和
田
町

香
月
院

袈
良

中
老
二
等

幸
福
寺
衆
徒

館

千
加
子

九



一
〇
頁

三
重
県
亀
山
市
和
田
町

耕
穰
院

曉
啓

中
老
二
等

幸
福
寺
衆
徒

入
田

啓
輔

愛
知
県
稲
沢
市
西
溝
口
町

香
迎
院

妙
功

大
衆
分

成
願
寺
衆
徒

山
口

功
子

教

師

令
和
三
年
十
二
月
十
八
日

任

教

師

啓
運
寺
衆
徒

髙
倉

道
仁

任

教

師

浄
誓
寺
衆
徒

森
田

蓮
彩

任

教

師

金
剛
寺
衆
徒

玉
置

和
誉

任

教

師

浄
見
寺
衆
徒

醫
山

顯
大

任

教

師

浄
芳
寺
衆
徒

髙
坂

妙
瞳

任

教

師

光
臺
寺
衆
徒

髙
野

妙
祐

任

教

師

養
元
寺
衆
徒

髙
島

広
法

任

教

師

弘
善
寺
衆
徒

誓
山

妙
弘

任

教

師

心
覺
寺
衆
徒

桜
井

亮
修

任

教

師

要
泉
寺
衆
徒

織
田

妙
有

任

教

師

蓮
性
寺
衆
徒

實
義

徳
真

任

教

師

蓮
性
寺
衆
徒

實
義

哲
真

任

教

師

常
教
寺
衆
徒

野
村

洸
成

任

教

師

常
照
寺
衆
徒

亮

隆
弘

任

教

師

教
聖
寺
衆
徒

守
山

諦
徹

任

教

師

養
樹
寺
衆
徒

泉
野

唯
信

任

教

師

養
樹
寺
衆
徒

泉
野

龍
峰

任

教

師

常
國
寺
衆
徒

水
本

俊
曹

学

階

令
和
三
年
十
二
月
十
八
日

授

証

義

野
村

洸
成

授

証

義

泉
野

龍
峰

僧

階

令
和
三
年
十
二
月
十
八
日

授

律

師

髙
倉

道
仁

授

律

師

森
田

蓮
彩

授

大

律

師

玉
置

和
誉

授

大

律

師

醫
山

顯
大

一
〇



一
一
頁

授

律

師

髙
坂

妙
瞳

授

律

師

髙
野

妙
祐

授

律

師

髙
島

広
法

授

律

師

誓
山

妙
弘

授

大

律

師

桜
井

亮
修

授

大

律

師

織
田

妙
有

授

大

律

師

實
義

徳
真

授

大

律

師

實
義

哲
真

授

権
中
僧
都

野
村

洸
成

授

律

師

亮

隆
弘

授

律

師

守
山

諦
徹

授

律

師

泉
野

唯
信

授

権
中
僧
都

泉
野

龍
峰

授

律

師

水
本

俊
曹

還

俗

令
和
三
年
十
二
月
二
十
三
日

三
重
県
津
市
垂
水

金
剛
寺
衆
徒

保
田

信
広

三
重
県
津
市
垂
水

金
剛
寺
衆
徒

保
田

隆
法

特
許
法
衣

令
和
三
年
十
二
月
十
四
日

一
、
薄
藤
色
八
藤
白
大
紋
差
袴
着
用
を
許
可
す
る

弘
専
寺
副
住
職

朝
妻

慈
宣

寺
格
堂
班

令
和
四
年
一
月
二
十
四
日

列

其
寺
寺
格
堂
班

老
分
二
等
、
老
分
一
等

三
重
県
鈴
鹿
市
若
松
西

三
重
県
第
二
十
二
組
東
部

台
蓮
寺

一
一



一
二
頁

布
教
任
命

修
正
会
御
繙
御
書
（
日
中
）

一
・
一

大

僧

都

玉
樹

真
祥

修
正
会

一
・
二

晨
朝

権
少
僧
都

真
置

信
海

日
中

律

師

弓
削

弘
胤

一
・
三

晨
朝

少

僧

都

千
草

篤
昭

日
中

中

僧

都

藤
谷

知
良

一
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

一
・
四

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

一
・
五

律

師

隆

妙


一
・
六

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

一
・
七

権
中
僧
都

中
村

宜
成

一
・
八

律

師

若
林

妙
百

一
・
九

権
中
僧
都

田
中

明
誠

一
・
一
七

律

師

隆

妙


一
・
一
八

少

僧

都

岡

知
道

一
・
一
九

権
少
僧
都

真
置

信
海

一
・
二
〇

律

師

若
林

妙
百

一
・
二
一

律

師

北
畠

心
淳

一
・
二
二

大

律

師

北
畠

大
道

一
・
二
三

権
中
僧
都

田
中

明
誠

一
・
二
四

少

僧

都

上
田

英
典

一
・
二
五

中

僧

都

青
木

義
成

一
・
二
六
、
二
七

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

一
・
二
八

権
中
僧
都

中
村

宜
成

一
・
二
九

律

師

田
中

唯
聴

一
・
三
〇

大

律

師

髙
島

光
憲

一
・
三
一

中

僧

都

青
木

義
成

一
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

一
・
七

逮
夜

律

師

水
谷

忍
英

一
・
八

日
中

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

二
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

二
・
一

権
中
僧
都

中
村

宜
成

二
・
二

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

二
・
三

権
中
僧
都

藤
田

正
知

二
・
四

大

律

師

北
畠

大
道

二
・
五

中

僧

都

佐
藤

弘
道

一
二



一
三
頁

二
・
六

権
中
僧
都

田
中

明
誠

二
・
七

律

師

隆

妙


二
・
八

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

二
・
九

律

師

北
畠

心
淳

二
・
一
〇

少

僧

都

岡

知
道

二
・
一
一

権
少
僧
都

真
置

信
海

二
・
一
二

権
中
僧
都

田
中

明
誠

二
・
一
三

律

師

隆

妙


二
・
一
四

少

僧

都

青
木

妙
法

二
・
一
五

権
中
僧
都

中
村

宜
成

二
・
一
六

権
少
僧
都

真
置

信
海

二
・
一
七

権
中
僧
都

安
藤

章
仁

二
・
一
八

中

僧

都

青
木

義
成

二
・
一
九

律

師

田
中

唯
聴

二
・
二
〇

律

師

若
林

妙
百

二
・
二
一

大

律

師

北
畠

大
道

二
・
二
二

律

師

隆

妙


二
・
二
三

中

僧

都

青
木

義
成

二
・
二
四

少

僧

都

上
田

英
典

二
・
二
五

律

師

古
芝

智
泉

二
・
二
六
、
二
七

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

二
・
二
八

大

律

師

髙
島

光
憲

二
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

二
・
七

逮
夜

律

師

龍
池

宏
昭

二
・
八

日
中

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

二
・
九

逮
夜

少

僧

都

山
中

真
諭

二
・
一
〇

日
中

律

師

水
谷

忍
英

二
・
一
五

逮
夜

少

僧

都

山
中

真
諭

二
・
一
六

日
中

権
少
僧
都

高
藤

英
光

高
田
慈
光
院

月
例
法
会

一
・
二
六

権
少
僧
都

真
置

信
海

二
・
一
〇
、
一
六
、
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

報
徳
園

月
例
法
会

一
・
一
五

権
少
僧
都

真
置

信
海

二
・
一
五

律

師

隆

妙


一
三



一
四
頁

敬

弔

次
の
方
々
が
御
往
生
な
さ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
三
年

十
・
八

三
重
県
津
市
渋
見
町

泰
應
寺
前
坊
守

髙
山

陽
子

令
和
四
年

一
・
十
八

三
重
県
鈴
鹿
市
稲
生
塩
屋

本
照
寺
前
坊
守

水
谷

照
子

お
詫
び
と
訂
正

宗
報
令
和
三
年
十
二
月
号
（
九
百
三
十
五
号
）

十
四
頁

誤

「
宝
物
館
背
面
図
」

正

「
宝
物
館
平
面
図
」

得 度

得度式 得度研修(前日) 願書受付期間
誤 3月27日(日) 3月26日(土) 3年11月11日～3年2月27日
正 3月27日(日) 3月26日(土) 3年11月11日～4年2月27日

住職拝命

住職拝命式 願書受付期間
誤 3月27日(日) 3年11月11日～3年2月27日
正 3月27日(日) 3年11月11日～4年2月27日

二
十
六
頁

謹
ん
で
お
詫
び
し
、

訂
正
致
し
ま
す
。

一
四



一
五
頁

報
恩
講
懇
志
芳
名

本
年
度
の
報
恩
講
（
お
七
夜
）
例
年
通
り
一
月
九
日
よ

り
十
六
日
御
満
座
ま
で
御
執
行
成
り
、
念
仏
相
続
の
喜
び

を
充
分
に
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご
懇
志
芳
名
を
左
の
と
お
り
記
載
し
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
年
に
一
度
の
ご
正
忌
で
す
。
祖
徳
を
偲
び
来
年
も

懇
念
を
よ
せ
ら
れ
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
別
院

関
東
別
院

横
浜
別
院

三
重
第
一
組
西
部

智
慧
光
院

玉
保
院

慈
智
院

厚
源
寺

三
重
第
一
組
東
部

成
願
寺

勝
樂
寺

浄
泉
寺

浄
運
寺

明
覚
寺

慈
光
寺

三
重
第
二
組
甲
部
東

東
海
寺

信
行
寺

長
安
寺

万
年
寺

大
円
寺

善
行
寺

満
願
寺

三
重
第
二
組
甲
部
西

浄
光
寺

隨
宏
寺

誓
教
寺

妙
教
寺

啓
運
寺

浄
泉
寺

三
重
第
二
組
乙
部

法
流
寺

願
正
寺

實
相
寺

長
久
寺

真
楽
寺

西
源
寺

豊
久
寺

三
重
第
三
組

延
命
寺

浄
誓
寺

南
昌
寺

光
澤
寺

潮
音
寺

積
善
寺

深
正
寺

善
徳
寺

心
覚
寺

報
恩
寺

彰
見
寺

上
宮
寺

三
重
第
四
組

善
休
寺

西
勝
寺

泉
光
寺

清
雲
寺

願
成
寺

勝
鬘
寺

慈
相
寺

三
重
第
五
組

法
泉
寺

光
徳
寺

仲
安
寺

圓
照
寺

淨
蓮
寺

西
方
寺

宗 門 の お 知 ら せ

一
五
頁

報
恩
講
懇
志
芳
名

本
年
度
の
報
恩
講
（
お
七
夜
）
例
年
通
り
一
月
九
日
よ

り
十
六
日
御
満
座
ま
で
御
執
行
成
り
、
念
仏
相
続
の
喜
び

を
充
分
に
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご
懇
志
芳
名
を
左
の
と
お
り
記
載
し
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
年
に
一
度
の
ご
正
忌
で
す
。
祖
徳
を
偲
び
来
年
も

懇
念
を
よ
せ
ら
れ
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
別
院

関
東
別
院

横
浜
別
院

三
重
第
一
組
西
部

智
慧
光
院

玉
保
院

慈
智
院

厚
源
寺

三
重
第
一
組
東
部

成
願
寺

勝
樂
寺

浄
泉
寺

浄
運
寺

明
覚
寺

慈
光
寺

三
重
第
二
組
甲
部
東

東
海
寺

信
行
寺

長
安
寺

万
年
寺

大
円
寺

善
行
寺

満
願
寺

三
重
第
二
組
甲
部
西

浄
光
寺

隨
宏
寺

誓
教
寺

妙
教
寺

啓
運
寺

浄
泉
寺

三
重
第
二
組
乙
部

法
流
寺

願
正
寺

實
相
寺

長
久
寺

真
楽
寺

西
源
寺

豊
久
寺

三
重
第
三
組

延
命
寺

浄
誓
寺

南
昌
寺

光
澤
寺

潮
音
寺

積
善
寺

深
正
寺

善
徳
寺

心
覚
寺

報
恩
寺

彰
見
寺

上
宮
寺

三
重
第
四
組

善
休
寺

西
勝
寺

泉
光
寺

清
雲
寺

願
成
寺

勝
鬘
寺

慈
相
寺

三
重
第
五
組

法
泉
寺

光
徳
寺

仲
安
寺

圓
照
寺

淨
蓮
寺

西
方
寺

宗 門 の お 知 ら せ

一
五



一
六
頁

三
重
第
六
組
北
部

圓
福
寺

本
楽
寺

唯
称
寺

善
導
寺

甚
國
寺

金
剛
寺

三
重
第
六
組
東
部

明
照
寺

法
性
寺

光
輪
寺

大
誓
寺

永
福
寺

常
蓮
寺

正
福
寺

三
重
第
六
組
西
部

称
名
寺

萬
徳
寺

西
方
寺

西
福
寺

(

中
川)

寳
積
寺

青
巖
寺

信
行
寺

真
性
寺

義
明
寺

三
重
第
八
組

三
縁
寺

転
輪
寺

長
盛
寺

明
通
寺

淨
福
寺

西
楽
寺

献
忠
寺

本
照
寺

三
重
第
九
組
西
部

圓
浄
寺

善
福
寺

大
安
寺

涅
槃
寺

浄
見
寺

西
蓮
寺

三
重
第
九
組
東
部

光
現
寺

唯
信
寺

照
安
寺

見
立
寺

普
賢
寺

西
生
寺

三
重
第
十
組

清
光
寺

千
福
寺

浄
芳
寺

延
寿
寺

常
照
寺

正
福
寺

信
蓮
寺

因
誓
寺

採
蓮
寺

善
性
寺

寳
田
寺

三
重
第
十
一
組
東
部

浄
泉
寺

西
光
寺

光
臺
寺

東
光
寺

(

大
仰)

柳
含
寺

満
昌
寺

三
重
第
十
一
組
西
部

西
念
寺

光
福
寺

浄
明
寺

浄
福
寺

福
專
寺

延
命
寺

三
重
第
十
二
組
東
部

来
迎
寺

来
岸
寺

本
光
寺

明
顕
寺

縁
生
寺

佛
照
寺

安
楽
寺

常
楽
寺

松
仙
寺

三
重
第
十
二
組
西
部

龍
光
寺

常
照
寺

清
芳
寺

西
念
寺

大
乗
寺

三
重
第
十
三
組

正
福
寺

澄
源
寺

成
覚
寺

本
法
寺

宗 門 の お 知 ら せ

一
五
頁

報
恩
講
懇
志
芳
名

本
年
度
の
報
恩
講
（
お
七
夜
）
例
年
通
り
一
月
九
日
よ

り
十
六
日
御
満
座
ま
で
御
執
行
成
り
、
念
仏
相
続
の
喜
び

を
充
分
に
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご
懇
志
芳
名
を
左
の
と
お
り
記
載
し
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
年
に
一
度
の
ご
正
忌
で
す
。
祖
徳
を
偲
び
来
年
も

懇
念
を
よ
せ
ら
れ
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
別
院

関
東
別
院

横
浜
別
院

三
重
第
一
組
西
部

智
慧
光
院

玉
保
院

慈
智
院

厚
源
寺

三
重
第
一
組
東
部

成
願
寺

勝
樂
寺

浄
泉
寺

浄
運
寺

明
覚
寺

慈
光
寺

三
重
第
二
組
甲
部
東

東
海
寺

信
行
寺

長
安
寺

万
年
寺

大
円
寺

善
行
寺

満
願
寺

三
重
第
二
組
甲
部
西

浄
光
寺

隨
宏
寺

誓
教
寺

妙
教
寺

啓
運
寺

浄
泉
寺

三
重
第
二
組
乙
部

法
流
寺

願
正
寺

實
相
寺

長
久
寺

真
楽
寺

西
源
寺

豊
久
寺

三
重
第
三
組

延
命
寺

浄
誓
寺

南
昌
寺

光
澤
寺

潮
音
寺

積
善
寺

深
正
寺

善
徳
寺

心
覚
寺

報
恩
寺

彰
見
寺

上
宮
寺

三
重
第
四
組

善
休
寺

西
勝
寺

泉
光
寺

清
雲
寺

願
成
寺

勝
鬘
寺

慈
相
寺

三
重
第
五
組

法
泉
寺

光
徳
寺

仲
安
寺

圓
照
寺

淨
蓮
寺

西
方
寺

宗 門 の お 知 ら せ

一
六



一
七
頁

新
立
寺

光
雲
寺

浄
源
寺

西
性
寺

三
重
第
十
四
組

長
徳
寺

光
明
寺

報
国
寺

宝
林
寺

惠
日
寺

称
名
寺

正
法
寺

西
林
寺

蓮
光
寺

伝
福
寺

法
光
寺

松
原
寺

来
照
寺

正
運
寺

三
重
第
十
五
組

常
福
寺

光
善
寺

光
圓
寺

誓
信
寺

本
覚
寺

福
泉
寺

誓
昌
院

永
信
寺

法
善
寺

西
徳
寺

幸
福
寺

西
信
寺

三
重
第
十
六
組
南
部

福
萬
寺

青
蓮
寺

西
願
寺

浄
国
寺

三
重
第
十
六
組
北
部

保
智
院

海
善
寺

真
念
寺

光
善
寺

三
重
第
十
七
組
北
部

玉
泉
寺

深
廣
寺

一
乗
寺

法
雲
寺

西
岸
寺

正
福
寺

本
念
寺

乗
願
寺

三
重
第
十
七
組
南
部

教
安
寺

心
光
寺

西
願
寺

唯
願
寺

願
正
寺

三
重
第
十
八
組

龍
泉
寺

蓮
光
寺

正
泉
寺

善
教
寺

光
源
寺

興
正
寺

成
満
寺

願
誓
寺

来
教
寺

立
法
寺

聖
洞
寺

中
山
寺

三
重
第
十
九
組
甲
部


崇
寺

三
重
第
十
九
組
乙
部

大
雲
寺

願
行
寺

三
重
第
二
十
組

常
超
院

信
最
寺

万
性
寺

正
覚
寺

栄
信
寺

法
泉
寺

浄
福
寺

大
蓮
寺

顕
正
寺

西
光
寺

欣
淨
寺

誓
元
寺

誓
覚
寺

三
重
第
二
十
一
組
東
部

信
福
寺

正
行
寺

法
林
寺

真
永
寺

養
元
寺

三
誓
寺

高
山
寺

宣
隆
寺

正
源
寺

三
重
第
二
十
一
組
西
部

光
明
寺

勝
光
寺

本
立
寺

林
昌
寺

本
浄
寺

光
福
寺

念
聲
寺

崇
徳
寺

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

一
五
頁

報
恩
講
懇
志
芳
名

本
年
度
の
報
恩
講
（
お
七
夜
）
例
年
通
り
一
月
九
日
よ

り
十
六
日
御
満
座
ま
で
御
執
行
成
り
、
念
仏
相
続
の
喜
び

を
充
分
に
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご
懇
志
芳
名
を
左
の
と
お
り
記
載
し
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
年
に
一
度
の
ご
正
忌
で
す
。
祖
徳
を
偲
び
来
年
も

懇
念
を
よ
せ
ら
れ
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
別
院

関
東
別
院

横
浜
別
院

三
重
第
一
組
西
部

智
慧
光
院

玉
保
院

慈
智
院

厚
源
寺

三
重
第
一
組
東
部

成
願
寺

勝
樂
寺

浄
泉
寺

浄
運
寺

明
覚
寺

慈
光
寺

三
重
第
二
組
甲
部
東

東
海
寺

信
行
寺

長
安
寺

万
年
寺

大
円
寺

善
行
寺

満
願
寺

三
重
第
二
組
甲
部
西

浄
光
寺

隨
宏
寺

誓
教
寺

妙
教
寺

啓
運
寺

浄
泉
寺

三
重
第
二
組
乙
部

法
流
寺

願
正
寺

實
相
寺

長
久
寺
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寺

西
源
寺

豊
久
寺

三
重
第
三
組

延
命
寺

浄
誓
寺

南
昌
寺

光
澤
寺

潮
音
寺

積
善
寺

深
正
寺

善
徳
寺

心
覚
寺

報
恩
寺

彰
見
寺

上
宮
寺

三
重
第
四
組

善
休
寺

西
勝
寺

泉
光
寺

清
雲
寺

願
成
寺

勝
鬘
寺

慈
相
寺

三
重
第
五
組

法
泉
寺

光
徳
寺

仲
安
寺

圓
照
寺

淨
蓮
寺

西
方
寺

宗 門 の お 知 ら せ
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一
八
頁

宝
珠
寺

三
重
第
二
十
二
組
西
部

聖
徳
寺

金
光
寺

正
信
寺

深
藕
寺

蓮
花
寺

三
重
第
二
十
二
組
東
部

弘
善
寺

西
運
寺

佛
教
寺

台
蓮
寺

寳
祥
寺

心
海
寺

見
潮
寺

三
重
第
二
十
三
組

称
名
寺

願
行
寺

宗
休
寺

善
昌
寺

法
林
寺

隨
念
寺

西
光
寺

摂
取
院

壽
福
院

良
珠
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常
超
院

三
重
第
二
十
四
組
甲
部
東

本
照
寺

正
念
寺

真
昌
寺

慈
教
寺

三
重
第
二
十
四
組
甲
部
西

正
楽
寺

要
泉
寺

大
音
寺

誓
覚
寺

三
重
第
二
十
四
組
乙
部

成
泉
寺

清
凉
寺

了
性
寺

蓮
性
寺

西
蓮
寺

三
重
第
二
十
五
組
南
部

唯
信
寺

西
方
寺

信
光
寺

正
法
寺

満
流
寺

三
重
第
二
十
五
組
北
部

青
龍
寺

林
昌
寺

正
因
寺

壽
善
寺

専
照
寺

三
重
第
二
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六
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光
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光
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光
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一
九
頁

万
福
寺

浄
泉
寺

幸
蓮
寺

海
隣
寺

常
徳
寺

法
性
寺

妙
法
寺

眞
福
寺

愛
知
第
四
組

榮
久
寺

常
照
寺

教
圓
寺

万
徳
寺

愛
知
第
五
組

満
性
寺

蓮
珠
寺

祐
傳
寺

浄
泉
寺

愛
知
第
六
組

東
泉
寺

教
聖
寺

善
明
寺

祐
福
寺

愛
知
第
七
組

聖
眼
寺

西
藏
寺

願
成
寺

愛
知
第
八
組

西
光
寺

光
明
寺

東
仙
寺

愛
知
第
九
組

(

名
古
屋)

西
蓮
寺

松
林
寺

松
林
寺

(

豊
田)

静
岡光

福
寺

神
奈
川

常
専
寺

東
京壽

林
寺

正
福
寺

南
松
寺

林
柔
寺

唯
念
寺

願
信
寺

栃
木遍

照
寺

京
都大

仙
寺

榮
眞
寺

大
阪一

乗
寺

正
覚
寺

聖
賢
寺

大
乗
寺

福
井
第
二
組

稱
名
寺

真
浄
寺

(

折
立)

北
海
道

長
正
寺

髙
山
寺

専
誠
寺

願
誠
寺

弘
専
寺

誠
満
寺

真
高
寺

荘
厳
寺

浄
光
寺

聖
賢
寺

願
勝
寺

令
和
三
年
分

三
重
第
六
組
東
部

明
照
寺

（
令
和
四
年
二
月
九
日

現
在
）
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泉
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二
〇
頁

お
七
夜
子
ど
も
大
会

本
年
は
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
お
七
夜
子
ど
も

大
会
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

お
七
夜
婦
人
連
合
会

一
月
十
二
日
お
七
夜
婦
人
連
合
会
が
約
五
十
名
の
参
詣

の
も
と
御
影
堂
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
日
中
に
参
詣
し
て
藤
浦
弘
導
師
の
お
説
教
聴
聞
の
あ

と
、
総
務
の
焼
香
と
挨
拶
に
引
き
続
い
て
、
豊
橋
市
正
太

寺
住
職
大
河
戸
悟
道
師
の
お
説
教
を
聴
聞
し
ま
し
た
。
聞

く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
、
お
七
夜
婦
人
連
合
会
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

お
七
夜
坊
守
会

一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
お
七
夜
坊
守
会
に
は
、
世

情
の
き
び
し
い
中
、
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
と
は
違
い
、
は
じ
め
に
逮
夜
参
詣
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
逮
夜
の
説
教
師
で
あ
っ
た
戸
田
恵
信
師
を

第
一
会
議
室
に
お
招
き
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
元
に

座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

よ
り
詳
し
く
み
教
え
を
紐
解
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
夜
参
詣

お
七
夜
婦
人
連
合
会

一
月
十
五
日(

水)

に
恒
例
の
お
七
夜
婦
人
連
合
会
初
夜

参
詣
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
重
県
各
地
か
ら
集
わ
れ
た
お
同
行
様
は
、
婦
人
連
合

会
以
外
の
参
拝
者
も
多
く
加
わ
っ
て
、
初
夜
が
始
ま
る
午

後
四
時
三
十
分
に
は
約
百
人
が
御
影
堂
に
集
ま
り
ま
し
た
。

初
夜
勤
行
で
は
法
主
殿
が
報
恩
講
式
の
初
段
・
二
段
・

三
段
を
御
通
読
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
亀
山
市
正
念
寺
住

職
梅
林
久
高
師
の
お
説
教
を
聴
聞
し
て
午
後
七
時
前
に
法

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
の
お
七
夜
は
風
の
強
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
お
お
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二
一
頁

む
ね
暖
か
い
日
が
続
き
、
御
影
堂
を
後
に
帰
路
を
ゆ
く
方

々
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

お
七
夜
は
た
ち
の
集
い

本
年
も
成
人
の
日
に
あ
わ
せ
て
お
七
夜
は
た
ち
の
集
い

（
旧
新
成
人
の
つ
ど
い
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加

者
四
名
で
御
影
堂
で
の
中
陣
参
詣
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
賜
春
館
に
お
い
て
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

ご
恩
を
胸
に
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
の
抱
負
を
短
冊
に

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
法
主
殿
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
記
念
撮
影

を
い
た
し
ま
し
た
。

お
七
夜
献
書
展

今
年
は
七
四
三
点
の
出
品
が
あ
り
、
例
年
通
り
廊
下
に

展
示
し
ま
し
た
。
毎
年
甲
乙
付
け
難
い
良
い
作
品
が
集
ま

り
ま
す
が
、
今
回
は
最
優
秀
賞
で
あ
る
高
田
本
山
賞
を
各

学
年
一
名
と
減
ら
し
、
以
下
順
次
繰
り
上
げ
た
た
め
受
賞

の
難
度
が
よ
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
も
子
ど
も

大
会
を
中
止
し
た
た
め
表
彰
式
も
行
な
わ
ず
、
各
賞
は
直

接
教
室
ご
と
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

の
の
さ
ま
を
描
こ
う
展

今
年
は
十
五
園
か
ら
四
一
一
点
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

園
児
た
ち
の
愛
ら
し
い
の
の
さ
ま
に
心
癒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
し
ば
ら
く
公
開
し
て

お
り
ま
す
。

お
七
夜
青
年
会

本
年
の
お
七
夜
青
年
会
は
報
恩
講
期
間
中
、
一
月
十
日

(
月)
・
十
一
日(

火)

の
二
日
間
、
開
催
致
し
ま
し
た
。
今

回
は
初
心
者
出
勤
講
習
と
し
て
、
青
年
会
事
務
局
が
主
体

宗 門 の お 知 ら せ

一
五
頁

報
恩
講
懇
志
芳
名

本
年
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の
報
恩
講
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お
七
夜
）
例
年
通
り
一
月
九
日
よ

り
十
六
日
御
満
座
ま
で
御
執
行
成
り
、
念
仏
相
続
の
喜
び

を
充
分
に
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご
懇
志
芳
名
を
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の
と
お
り
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載
し
感
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の
意
を
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し

ま
す
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に
一
度
の
ご
正
忌
で
す
。
祖
徳
を
偲
び
来
年
も

懇
念
を
よ
せ
ら
れ
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い
し
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す
。
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光
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光
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光
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光
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潮
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成
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二
二
頁

と
な
り
、
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
お
七
夜
に
出
勤
出

来
る
様
に
と
法
式
作
法
や
衣
体
の
着
用
方
法
・
畳
み
方
等

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
初
夜
へ
出
勤

し
ま
し
た
。

中
学
生
教
化
合
宿

本
年
も
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
例
年
行
っ
て
お
り
ま
し

た
中
学
生
教
化
合
宿
を
二
年
続
け
て
中
止
い
た
し
ま
す
。

写
生
大
会
の
お
知
ら
せ

三
月
十
九
日(

土)

～
四
月
三
日(

日)

ま
で
写
生
大
会
を

行
な
い
ま
す
。
期
間
中
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

宗
務
院
に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
四
月
八
日(

金)

か
ら
五
月
五
日(

木)

ま
で

お
対
面
所
に
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

尚
、
四
月
二
十
四
日(

日)

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
花
ま

つ
り
、
写
生
大
会
表
彰
式
は
内
容
変
更
、
ま
た
は
中
止
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

興
学
布
教
研
究
大
会

四
月
二
十
九
日(

金)

十
時
よ
り
高
田
会
館
ホ
ー
ル
に
て

興
学
布
教
研
究
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
会
式
を
行
な
っ
た
後
、
三
名
の
方
に
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

発
表
者

満
願
寺

衆

徒

青
木

妙
法

師

発
表
者

西
勝
寺

住

職

山
田

雅
教

師

発
表
者

専
福
寺

住

職

金
森

顕
宏

師

尚
、
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
、
ま
た
は
中
止

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

報
告

同
和
問
題
に
取
り
組
む
会

令
和
三
年
一
月
～
十
二
月

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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懇
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懇
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懇
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。
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頁

定
例
会-

-

一
月
二
十
六
日
・
二
月
十
五
日
・
三
月
十
一
日

・
四
月
二
十
二
日
・
五
月
中
止
・
六
月
二
日

七
月
二
十
日
・
九
月
中
止
・
十
月
五
日
・

十
一
月
十
二
日
・
十
二
月
十
七
日

・
教
団
内
の
人
権
意
識
を
高
め
る
啓
発
、
施
策

・
機
関
誌
『
同
朋
』
Ｎ
Ｏ
十
二
号
の
発
刊
三
月)

、
Ｎ
Ｏ

十
三
号
の
編
集

・
全
国
同
宗
連
第
五
連
絡
会

（
一
月
二
十
～
二
十
一
日

天
台
宗
宗
務
庁
）

・
人
権
啓
発
、
部
落
解
放
研
究
集
会

（
二
月
一
日

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
止
）

・
三
重
同
宗
連
後
期
研
修
会

（
四
日
市
市
朝
鮮
学
校
・
環
境
未
来
館
三
月
・
延
期
）

・
第
四
十
一
回
同
宗
連
総
会

（
四
月
十
六
日

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
）

・
三
重
同
宗
連
代
表
者
会
議

（
五
月
十
四
日

曹
洞
宗
三
重
県
第
一
宗
務
所
）

・
基
本
法
み
え
講
演
会

（
六
月
十
九
日

県
人
権
セ
ン
タ
ー
・
中
止
）

・
全
国
同
宗
連
常
任
会
議

（
六
月
二
十
二
日

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
）

・
三
重
同
宗
連
総
会

（
七
月
八
日

曹
洞
宗
三
重
県
第
一
宗
務
所
書
面
表
決)

・
三
重
同
宗
連
前
期
研
修
会

（
七
月
八
日

曹
洞
宗
三
重
県
第
一
宗
務
所
・
中
止
）

・
三
重
同
宗
連
代
表
者
会
議

（
十
一
月
十
八
日

曹
洞
宗
三
重
県
第
一
宗
務
所
・

オ
ン
ラ
イ
ン
）

・
全
国
同
宗
連
部
落
解
放
基
礎
講
座

（
十
二
月
十
五
日

浄
土
宗
教
化
研
修
会
館
）

・
人
権
啓
発
、
部
落
解
放
研
究
集
会

（
十
二
月
十
七
～
十
八
日
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
・

各
モ
ニ
タ-

会
場
）

宗 門 の お 知 ら せ

一
五
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懇
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た
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懇
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懇
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。
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四
頁

本

山

行

事

予

定

（
三
月
・
四
月
）

三
月
十
八
日
～
二
十
四
日

讃
佛
会

三
月
十
九
日
～
四
月
三
日

写
生
大
会

四
月
六
日
～
十
一
日

千
部
法
会

四
月
九
日
～
十
日

十
万
人
講
法
会

四
月
十
一
日

戦
没
者
追
弔
法
会

四
月
二
十
四
日

花
ま
つ
り

四
月
二
十
九
日

興
学
布
教
研
究
大
会

※
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
行
事
が
変
更
、
中
止
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

下
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
七
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び

納
骨
壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

（
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金

の
下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ

年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産

に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

宗 門 の お 知 ら せ
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懇
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き
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懇
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忌
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徳
を
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懇
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す
。
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光
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五
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宗 門 の お 知 ら せ

真宗高田派共済会のご案内

●全寺院対象の共済制度●
真宗高田派共済会運営規程による各種制度

○見舞金
・本堂全焼及び全壊 １００万円
・本堂半焼及び半壊 ６０万円
・庫裏全焼及び全壊 ６０万円
＊ 災害を証明する書類が必要

・境内地並境内建物が災害を被った時は、見舞金を２万円とします。
（追加されました）

＊ 被害総額が100万円以上の場合となります

○祝金
・本堂新築及び改築 ６０万円
・本堂を除く境内建物の新築および改築 １０万円
＊ 工事費が１千万円以上の場合となります
＊ 高田派代表役員が発行した新築・改築の承認書と

工事契約書の写しが必要

○香料（住職の死亡から６ヶ月以内に申請のこと）
在任期間により給付金が異なります
・住職在任４０年以上 ５０万円
・住職在任３０年以上４０年未満 ４０万円
・住職在任２０年以上３０年未満 ３０万円
・住職在任１０年以上２０年未満 ２０万円
・住職在任１０年未満 １０万円

○住職退職慰労金（退職から６ヶ月以内に申請のこと）
上記死亡の場合を適用する

○真宗教学奨学金（毎年４月末日までに申請のこと）
・高等学校生及び真宗各派の専修学院生 月額 ２万円 若干名
・大学生及び大学院生 月額 ４万円 若干名

月額 ８万円 若干名
（追加されました）

○奨励金（毎年４月末日までに申請のこと）
共済会が指定した学校学部に得度した者が入学したときに

４万円を支給します。
給付及び申請のお問い合わせは、下記の共済会担当までお尋ねください。

真宗高田派共済会 真宗高田派宗務院内
電 話 ０５９－２３２－４１７１ ＦＡＸ ０５９－２３２－１４１４一
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光
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光
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光
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１ 趣旨

高田本山専修寺では２０２３（令和５）年５月の特別法要の記念事

業として現在宝物館の建て替えを行っており、来年２月末には完成の

予定であります。

新宝物館は国宝、重要文化財の展示が可能な施設とし、ＶＲ室にお

いては最新の映像技術を駆使しバーチャルを体験していただけるなど

老若男女多くの方に来ていただける宝物館を目指しています。このた

び、多くの皆様に末永く愛され親しみの持てる施設とするため、名称

を募集します。

２ 募集施設の概要

（１）建物の概要

鉄筋コンクリート造一部木造地上２階、延べ床面積８４０．３４㎡

（２）主な機能

収蔵庫、展示室、文化財活用（ＶＲ）室など

（３）コンセプト

『親鸞聖人の教えに出会う宝物館』として老若男女多くの人が親鸞

聖人の教えに直に触れることが可能な宝物館とする。専修寺の宝物

はその大半が書物であり、教義上非常に重要なものが多く収蔵され

ているが展示だけでは内容が伝わりにくいため、展示室とは別にＶ

Ｒ空間（映像室）を設ける。

実物展示を最大限生かしつつ「親鸞聖人の教えに出会う宝物館」と

して情報通信技術を駆使したわかりやすい展示解説及び布教伝道の

設備を整備することを目的とする。

３ 応募資格

日本国内に在住される個人の応募に限ります。

高田派檀信徒に限る。

４ 募集期間

令和4年3月1日（火）から5月３１日（火）まで（当日消印有効）

５ 表彰及び副賞

宝物館入館料無料パスポート

６ 募集内容

（１）応募作品に係る留意事項

①簡潔明瞭で覚えやすく親しみやすいもの

②施設の機能、特徴などをふまえたもの

宝 物 館 名 称 募 集 要 項

宗 門 の お 知 ら せ
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二
七
頁

③応募者自身の創作による未発表のもので、第三者の著作権、商標

権などの知的財産権を侵害しないもの

（２）応募方法

①一人１点の応募とします。

②はがき、ファックス、E-Mailにて下記の応募先へお送りください。

③応募に当たっては以下の項目を明記してください。

名称（必要に応じてふりがな）、名称の説明（理由や込めた想い

など）、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、E-Mailアド

レス、所属されている高田派寺院名。

７ 名称の選考方法

上記「６（１）応募作品に係る留意事項」を主な選考基準とし、専修

寺内の選考委員が決定する予定です。

８ 採用する名称の発表

受賞者本人に通知すると共に高田本山公式ホームページ、本山だより

などで発表します。

９ その他

（１）採用作品に関する著作権等の一切の権利は、高田本山専修寺に帰属

するものとします。

（２）応募用紙等は返却しません。また、応募にあたり必要な費用は応募

者の負担とします。

（３）募集に伴う個人情報は、本公募に関連する業務に限って使用します。

ただし、採用作品の作者については、氏名、住所（市町村名まで）、

年齢を高田本山ホームページ等で公表するとともに報道機関へ受賞

情報と併せて提供します。

（４）採用決定後に第三者の権利侵害などの事実が判明した場合は、採用

を取り消すとともに、すでに賞品をお渡ししている場合は、それを

返還していただくものとします。また権利侵害等に伴う責任が問わ

れた場合、全て応募者の責任において対処するものとします。

10 応募先・お問い合わせ先

〒５１４－０１１４ 津市一身田町2819番地

真宗高田派本山専修寺 特別法要事務局

電話番号 059-232-4177 ＦＡＸ番号 059-232-4175

E-Mail： tanjou850@senjuji.or.jp

宗 門 の お 知 ら せ
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頁

「
三
重
県
人
権
教
育
基
本
方
針
」
よ
り
抜
粋

一
、
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
。

一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

人
権
擁
護
啓
発
活
動
重
点
項
目

令
和
四
年
二
月
二
十
日
印
刷

令
和
四
年
二
月
二
十
日
発
行
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津
市
一
身
田
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二
八
一
九
番
地

電
話
（
〇
五
九
）
二
三
二
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四
一
七
一

http://www.senjuji.or.jp

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺

宗

務

院

発

行

所

振
替
〇
〇
一
五
〇ｰ

〇ｰ

一
五
一
九
四
番

三
重
県
津
市
一
身
田
町
七
六
五
番
地

相

和

印

刷

所

印

刷

所

電
話
〈
〇
五
九
〉
二
三
二
ー
二
〇
七
〇




